
  

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

２０２２年度 

（通算 NO３６） 

般社団法人 

〇 巡回展終了 
 
 

裏面 〇＜特集＞ 日展報告 支部長退任の報告 
 
 
 

１２月も残り少しになりました。今年もコロナ、コロナの１年でした。 

そして終わりの見えないロシアの進攻、など閉塞感漂うなか、サッカ

ーワールドカップで少しは救われた気がします。日本代表の活躍に

心が躍りました。 

今年の明るい話題はスポーツに多かったのかな、と思いました。 

さて、来年こそ明るい世界を見たいです。 

 
 

一般社団法人 

２０２２・１２・２５ 

般社団法人 

. 

事務所 ☏ 03-3824-9128 

般社団法人 

４
月
、
六
本
木
の
国
立
新

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
、
７

５
周
年
記
念
示
現
会
展
は
引

き
続
き
、
巡
回
展
と
し
て
各

支
部
を
回
り
ま
し
た
。 

４
月
の
兵
庫
展
を
皮
切
り
に

全
国
１
３
か
所
で
開
催
さ
れ

十
一
月
、
金
沢
展
で
終
了
し

ま
し
た
。 

こ
の
事
務
局
だ
よ
り
で
も

随
時
巡
回
展
の
様
子
を
お
知

ら
せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
の
流
行
が
終
わ
ら
な
い

中
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
、
各
支
部
の
皆
さ
ん

は
非
常
に
厳
し
い
状
況
下
で

の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
大
勢
の
観
客
を

集
め
、
多
く
の
方
々
か
ら
示

現
会
展
に
対
し
て
好
評
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

改
め
て
展
覧
会
が
開
催
で

き
た
こ
と
を
喜
び
た
い
と
思

い
ま
す
。 

                        

 

 

 

金沢展                         
11月 23日（祝・水）～27日（日）にかけて、石川県立美術館において開催しまし

た。 
オープニングでは、主催者である示現会理事長 成田先生、北國新聞社事業部

長の挨拶に始まり、後援として石川県の代表者様、金沢市の代表者様から祝辞を
いただき、マスコミとしては、テレビ局 3社、ラジオ局様。特にテレビ金沢様には昼夕
のニュースはもとより YouTube にもアップして頂き、今年からの入場無料と重な
りコロナ渦の昨年を 1,000人程度上回る 1,670名の方に安らぎを与える８２点の
絵を観賞していただきました。 
また、一水会、光風会の代表者の方々にもご来場いただき、ご挨拶をいただきま

した。 
来年石川県は、国民文化祭の開催地となっていることから全国各地からこの歴

史と文化都市である金沢に多数のご来場をお待ちしております。 
来年の示現会金沢展は令和 5年 7月 6日（木）から 10日（月）となっております。 

石川県支部 支部長 松本 隆  

名古屋展                         
愛知の巡同展は「愛知県美術館ギャラリー」で１０月２５日（火）から、３０日（日）開催いたし

ました。 
コロナ禍も少し落ち着いてきましたが、感染対策を徹底して開催をし、懇親会は中止としま

した。 
本部の佐藤先生には日帰りで展示指導を行っていただき、支部会員の作品指導と中日新

聞賞、佳作賞を一般より選んでいただきました。 
 今年は、県が行う愛知 2022 展のために秋の開催となり、部屋も１部屋少なく、離れた部屋
での開催となったため、支部展を同時に開催することになりました。 
公募も例年の名古屋市民ギャラリーではなく、愛知県美術館にて陳列してもらえるという

ことで、応募者が 13 名も集まりました。この中から 5～6 名くらい来年の本展に応募しても
らえたらと思っています。 
美術館で同時に開催している各団体との相乗効果で、大勢の方々が来場してくれまして、盛
況に終了することが出来ました。合計の入場者は３６７０名を数えました。 

愛知支部 支部長 小島兼一    

長岡展                         
長岡美術センターで１０月９日～１５日を会

期に、支部員の作品展示と併せて巡回展が
開催されました。 
今年の示現会展は７５周年記念展にあた

り、巡回作品は力作で素晴らしい作品が数
多く充実した会場になりました。 
来場者数は９２９名で前年と比べ若干の

減少となりましたが、毎年ご来場頂いている
多くのファンの皆様が今年も来場し、温かい
言葉も頂きながら長岡展を無事終えること
ができました。 
今回の長岡展ではコロナ禍で本部からの

ご指導の先生は来られませんでしたが、来
年の巡回展では本部先生による講評やご指
導の機会をと、日々の制作に取り組みなが
ら楽しみにお待ち申し上げております。 
新潟県支部 幹事 渋木富士夫                         

 

長岡展会場の様子 
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六本木の国立美術館で11月4日から開催された日展は27
日終了しました。 
示現会からは錦織重治さん（日展会員）が審査員として参加
し、28名が入選しました。 
初入選は 3名です。 
中西 敦さん（示現会会員） 
が特選となりました。 

入選した皆さんおめでとうござ
います。 
残念なのは、昨年に引き続き懇

親会などが中止になり、喜びを分
かち合う機会が持てなかったこと
です。 
さらに残念なのは、昨年の第 8

回展で入選された方々のうち、15
名の方が落選となりました。 
厳しい審査ではありますが、落

選した作品の作者は入選してもお
かしくない力を持っています。 
自分の作品をもう一度見直し

て、題材、構図等昨年の入選作品
等を含め過去の作品を吟味し、何
が足りなかったのかを考察してみ
てください。 
また、研究会で指導されたこと

を再度見直してみましょう。 
次ぎの日展の絵に取り組み始

めた、という言葉も聞きました。 
来年度の挑戦に期待していま

す。 （事務局 佐藤祐治） 
 

 

折
野 

安
弘 

（会
員
） 

あ
る
日
、
支
部
長
か

ら
「
折
野
君
、
日
展
に
出

し
て
み
ん
で
」
と
い
わ

れ
、
無
謀
な
こ
と
だ
と

は
思
っ
た
け
ど
挑
戦
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

諸
先
生
方
に
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
第
五
回

日
展
に
出
品
し
ま
し
た

が
見
事
落
選
で
し
た
。

そ
の
後
も
示
現
会
の
研

究
会
に
参
加
し
た
り
、

何
回
も
リ
モ
ー
ト
で
指

導
を
受
け
な
が
ら
作
品

を
制
作
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
自
分
な
り
に

考
え
、
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
や
っ
と
、
第
九
回

日
展
に
入
選
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
い
作

品
が
描
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

宮
森 

勝 （
会
員
） 

こ
の
度
、
第
九
回
日

展
に
お
い
て
、
入
選
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
大
変
光
栄
に
思
う

と
共
に
重
責
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
是
も
、

リ
モ
ー
ト
研
究
会
に
お

い
て
、
先
生
方
の
的
確

な
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
こ
の
こ
と
無
し
に

は
入
選
は
あ
り
え
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
今
ま
で
の
作

品
と
入
選
作
品
を
比

較
し
、
何
が
良
か
っ
た

の
か
を
冷
静
に
反
省

検
討
し
た
い
。
こ
の
入

選
を
励
み
に
一
層
精

進
し
、
風
景
の
面
白
さ

を
追
求
し
て
い
く
所
存

で
す
。 

 

授
賞
理
由 

森
の
中
を
散
策
し
て

い
た
折
、
朝
焼
け
の
目

映
い
光
と
そ
れ
に
歴

史
観
も
加
わ
っ
た
、
石

造
り
の
古
城
に
感
動

し
、
そ
の
気
持
ち
が
練

り
に
練
っ
た
構
成
に

現
わ
れ
て
お
り
、
光
と

空
気
感
、
そ
し
て
凛
と

し
た
完
成
度
の
高
い

作
品
と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

支部長退任にあたって 
この度 2022年 12月末をもって久留米支部長を退任いたしました。 
2016年より 6年間、諸先生方のご指導を頂き誠にありがとうございました。 
振り返りますと 3 年前より地球規模の新型コロナ感染拡大は人類への警告とも言

われ、あらゆる部門に影響を及ぼし、今ではいろんな面で人間の生き方まで変わりま
した。 
私たちは示現会展で「美」を発信することによって生きがいでもあるのに、発表の場

ができない時期もありました。 
そして今後も美術活動をしながら新しい仲間づくりが必要になってきています。 
新支部長には今後皆様方の変わらぬご高配とご指導をよろしくお願いいたします。 

久留米支部 

江口 登 

 

加
藤 

新
市 

（会
友
） 

冬
、
ま
ぢ
か
の
秋
田

県
側
か
ら
見
た
鳥
海

山
を
描
き
ま
し
た
。
四

度
目
の
挑
戦
で
初
入

選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
回
も
ダ
メ

か
な
、
と
半
ば
あ
き
ら

め
て
い
た
の
で
、
ま
だ

信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で

す
。 リ

モ
ー
ト
研
究
会

で
の
、
諸
先
生
方
の
適

切
な
ご
指
導
は
、
私
の

絵
と
心
に
新
風
が
吹

き
込
ま
れ
る
思
い
が

し
ま
し
た
。
ど
の
先
生

方
か
ら
も
、
同
じ
箇
所

を
指
摘
さ
れ
、
本
物
の

画
家
の
す
ご
さ
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
入
選
を
励
み

に
来
年
に
向
け
、
入
選

で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。  

 

年末年始の示
現会事務所は１２
月２９日より１月３
日まで休みになり
ます 
 

中
西 

敦
（会
員
） 

 

毎
年
、
構
図
の
段
階
か

ら
試
行
錯
誤
、
額
装
し
た

後
で
さ
え
往
生
際
悪
く
筆

の
上
げ
下
ろ
し
、
搬
入
後

は
吉
報
を
夢
見
て
は
落
胆

の
連
続
で
し
た
。
所
謂
「
勝

ち
に
不
思
議
の
勝
ち
あ
り
、

負
け
に
不
思
議
の
負
け
な

し
」
、
毎
回
ダ
メ
な
部
分
が

後
か
ら
わ
か
っ
て
き
ま
す
。

果
た
し
て
今
回
は
、
構
図

段
階
で
先
生
方
の
反
応
が

今
一
つ
、
仕
上
が
り
も
自

信
な
く
、
あ
き
ら
め
気
分
の

中
で
の
受
賞
の
報
に
驚
き
と

涙
。 そ

れ
は
勝
ち
に
不
思
議
は

な
く
、
審
査
員
を
務
め
ら
れ

た
錦
織
先
生
の
ご
支
援
、
毎

回
の
研
究
会
で
の
成
田
先
生

は
じ
め
講
師
の
先
生
方
の
こ

ま
め
な
ご
指
導
の
賜
物
で
し

た
。
そ
し
て
絵
を
描
く
こ
と

を
長
年
、
応
援
し
て
く
れ
た

家
族
の
お
蔭
で
す
。
こ
れ
は

家
族
へ
の
特
選
で
す
、
お
め

で
と
う
。 

そ
し
て
皆
様
に
深
謝
。 

 
 

蓼科山光彩・錦織重治 
第９回日展・審査員 

中
西 

敦 

騎
士
達
へ
の
い
ざ
な
い 

宮森 勝 伊豆の潮風 

加藤 新市 鳥海山 

折野 安弘  晩秋の午後 ２０２２ 

今回の審査は、コロナ禍の閉
塞感、被災、介護、闘病等々耐え
抜き描きあげられた作品であり
ながらも残念な結果となりまし
た。やはり他流試合の場であるこ
との厳しさを痛感しました。 
会期中、何度も会場に通い自

分自身の絵もさることながら
我々仲間の作品に対する課題は
何かを考えました。皆さん全員に
共通した言葉はみつかりません
でしたが、個々人の作品に対す
る課題は少し感じ得ることができ
た気がします。これを今後のリモ
ート研究会等の機会にお伝えで
きればと思っています。 
本音で一言、入選できなかっ

た方、入選された方、各々が研鑽
の機会である場と捉え、自ら課
題を引き出してほしかったという
ことです。 

錦織重治 

示現会には１５支部があり、地域での活動を牽引しています。「支部があっての示現会」とよ
く言われます。まさにその通りで特に新規の応募者は支部の公募展が主になっています。 
巡回展はもとより、研究会、支部展、公募展、また会の懇親を深める催し等様々な取り組み
を行っています。特にこの数年のコロナ禍における活動は非常に厳しいものがあり、支部
長をはじめとする支部役員の方々は大変だったと思います。今回、久留米支部で長年にわ
たり支部長を務められた江口さんから退任の言葉をいただきました。 
紹介いたします。なお新支部長は２月の理事会にて承認されます。支部からは候補が上が
ってきておりますので決まりましたら紹介いたします。 


